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家兎における冬眠麻酔時の嗅刺戟性呼吸反応

金沢大学医学部耳鼻咽喉科授室（主任　松田竜一教授）

　　　　　渡　　　辺　　　　昇

　　　　　　（昭和35年7月25日受付）

本論文要旨は第133回日本耳鼻咽喉学会北陸地方会で発表した．

　入ならびに動物における嗅覚の研究は，古くから数

多くの諸家により，家鼠の物理，化学的方面から，或

いは解剖学的，組織学的方面から，その解明が試みら

れておる．また近年電気生理学の著しい発展と共に，

生理学的方面からの業績もかなりの成果を収めつつあ

る．しかしこれらの諸家の苦労にもかかわらず，嗅覚

の本態は未だに完全に究明されていないのが現状であ

る．18世紀の終末Zwaardemaker　30）がOlfactometer

を考案し，嗅覚機能の解明に乗り出して以来，Wood・

row，　Karpmann，　Guillot，西邑などにより種々改良

された装置と測定法をもつて，研究が行なわれてきた

が，嗅覚は味覚と共に，入においてはすべて被検者の

主観に待つほかなく，従ってそめ障害の程度も細密に

決定するζとが困難であり，また測定に当っては，藩

主びんの調製など，その操作が繁雑な割に正確iな域値

を決定することはむずかしい．動物においては19世紀

初頭，Beyer　32）が家兎に種：々の嗅素ガスをかがしめ

て，扇面の種類により惹起する呼吸反応が異なるとと

を発見し，嗅素を次の3種類，すなわち，呼吸露語，

呼吸緩徐，呼吸停止をきたすものに分類した．本邦に

おいては1936年本郷38）が，種々の嗅素を家兎の鼻孔

から送り，その呼吸反応を描画し，虚血を送られた家

兎は必らずその直後呼吸頻速を起すことからこれを嗅

反射と考え，初期呼吸頻速なる言葉で説明し，一定の

係数を算出してこれを求めることにより家兎の嗅覚を

測定せんとした．またその呼吸反応の変化から嗅素を

大きく3種類に分類し，前記Beyerの分類を更に詳

しく改訂した．すなわち氏によると次のごとくであ

る．

　1．初期呼吸頻速後も刺戟を続ければ緩徐となるも

の．

　2．濃度が小なるときは前者と同様であるが，濃度

が大となると呼吸停止をきたすもの．

3．初期呼吸頻速後は，刺戟を続けても，刺戟前と

同程度にまで呼吸が減少するだけで呼吸緩徐をきたさ

ないもの．

　以上のごとく本郷の研究は，Zwaardemaker，　Beyer

と共に嗅覚解明の基礎を築いたという点で後世に残さ

れた功績は大きい．

　鼻孔を介して嗅覚の解明を試みた人は，このほか，

Kratschmer，　Magendie，　Aronsohn　31），前田14），　Gou・

rewitsch，塚本，初岡36），氷見37），など多くを教える

が，一方血行を介して出現する嗅覚に関しては，1930

年Bednar－Langfelder　39）が血行性嗅覚の存在を提唱

するまで，ほとんど嗅覚解明の対称としては考えられ

ていなかった．Bednar－Langfelderの発表以来，血行

性嗅覚の存在をめぐって，数々の諸家により一大論争

がたたかわされたが，これを契機として嗅覚解明への

道は経鼻孔性嗅覚検査から血行性嗅覚検査へと新たな

方向へ進んで行ったのは事実である．更に近年チオー

ル型ビタミンB1誘導体アリナミンが出現するに及ん

で，嗅覚研究者の眼は一勢に血行性嗅覚の本態解明へ

向けられてきた．

　血行性嗅覚の存在に関しては，賛否両論相半ばし，

現在もなお結論が出ない状態である．

　すなわ．ち血管に注入された嗅素が，直接血行を介し

て嗅神部へ到達し，嗅細胞を刺戟して嗅覚を起すとい

うBednar－Langfelderの説に賛意を表するものに

Sternberg　41），石川42），長谷部47），植田49）などの諸

家があり，また血行性嗅覚とは，血管内に注入された

嗅素が肺臓を経て鼻腔から呼出されるときに出現する

ものであり，結局は呼吸性嗅覚にほかならない，とい

う否定説を唱えるものに広瀬45），佐藤46），林51），市

原56），などの諸家があり，最近はこの説に賛意を表す

るものが多い傾向にある．さて松崎，大井52）は1957

年冬眠麻酔で一躍脚光をあびたクロールプロマジンの
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使用前後に，人の嗅覚をアリナミンにて経鼻孔性，血

行性の両面から測定し，クロールプロマジン使用後に

おいては，経鼻孔性嗅覚は鈍麻するが，血行性嗅覚は

その潜伏時間が短縮するということから佐藤，林らの

説に反対し，血行性嗅覚には何か別のメカニズムが存

在するのではなかろうかと述べた。

　私はこの問題を解明せんとし，家兎においてクロー

ルプロマジン投与後の呼吸の変化を精査し，投与前，

投与後，覚醒時の嗅刺戟性呼吸反応を観察し，かつそ

の前にそれらの基礎となるべき正常家兎の呼吸数にっ

き検討を加えた．またクロールプロマジンと比較する

薬剤としては，臨床に比較的よく用いられるバルビツ

ール淫雨麻酔剤であるラボナール，イソミタールを選

んだ．更にエーテル吸入時における呼吸の変動をも観

察した．

正常家兎の呼吸に関する知見補遺

　1．緒　　論

　実験動物を用いてその呼吸数を測定するとき，犬に

おいては比較的安定した数値が得られるが，家兎及び

モルモットにおいては，非常に不安定な呼吸状態を示

すのでその測定はなかなか困難である．モルモットに

おいては，1957年宮崎6）が光を応用した特殊な装置を

考案し，正常モルモットの呼吸数の測定に成功した

が，家兎においては本郷らのプノイモグラフを利用し

た測定装置以外には現在もなお特殊な装置は考案され

ていない．

　1939年栖原2）は家兎における呼吸数が諸家により著

しく異なっておるのに疑問を抱き，医学生理の実験に

最も多く用いられる家兎の呼吸数について，その準拠

すべき値を知らんとして詳しい測定を行ない，安静位

の呼吸数は30～45であるとのべ，家兎の呼吸数を論ず

るときは必らずその体位，並びに条件を示さなければ

ならない，と報告した．私も嗅覚の実験を行なうにあ

たり，その基礎ともなるべき家兎の呼吸状態が，非常

に不安定であるのに着目し，追試の意味で栖原の行な

った方法に従ってその測定を行なった．

　2．測定方法

　栖原は安静位，抱き上げ，背位固定，腹位固定の4

条件下に家兎呼吸数の測定を行なっており，測定に際

しては何ら器具を用いず，鼻翼または胸腹部に現われ

幸 夏
一

際　ユ

る呼吸運動を目標にすれば容易に測定することができ

るといっておる．また安静位の測定に際しては，静か

に飼育箱に近寄り，10～30分呼吸の状態をみて，呼吸

状態が安定したときに測定するとのべておる．私も大

体この方法に従って，18209～25609の体重を有する

20羽の健康家兎を用いて，安静時，抱き上げ時，吊下

げ時，固定直後，固定後1時間の5条件下に測定を行

なった．なお固定には押田式円筒固定器を用い，その

際にはプノイモグラフを使用して測定した．また季節

の移り変りによる気温の昇降など，自然環境の変化と

共に安静位の呼吸数に変動がみられることを考え，1

年を通じ春夏秋冬の4季に大別し，同一家兎群につい

て測定を行った．なお測定に際しては，鼻孔の運動よ

りも腹部の波動性運動を重視した．

　なぜならばきわめて安静位にある家兎は，腹壁の運

動は行なっても鼻孔の運動を停止する場合があるから

である．

　3．測定成績

　a．安静時の呼吸数

　飼育箱に近づいて静かに家兎の動作を眺めている

と，その呼吸運動は，常に一定のリズムをもつて規則

正しく行なわれているものではない，ということがわ

かる．わずか1分間の間でさえその呼吸状態は乱調で

ある．すなわち数秒ないし10数秒の間隔でもつて，緩

徐相と急速相が交互に出現する．急速相は1秒間に2

～3回の呼吸であり，緩徐相は1～2秒間に1回の呼

吸である．家兎の呼吸状態がきわめて安静位に近づい

てくると，次第に急速相が姿を消し，緩徐相が長く現

われるようになる．この時期になって始めて安静時の

呼吸数を測定することができるのである．栖原は10～

30分観察して呼吸運動が一定した時期に測定するとの

べておるが，必らずしもその時面内に，安定した呼吸

状態に入るとは限らず，私の測定では夏季において

は，1時間以上を要する場合もあった．測定結果は第

1表のごとくである．なお私のいう春夏秋冬別数値

は，第1図に示すごとき期間内に測定した数値の平均

値である．またこの分類は，金沢地方気象台発表の各

，月平均気温を参考にし，10。C以下を冬季，10。C～20

。Cを春季，秋季，20。C以上を夏季とした．

　第1表のごとく，春季には49～70平均58，夏季にお

いては120～141平均127，秋季には43～63平均51，冬
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第1表安静時の呼吸数
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平均158 127 51 43

季には38～49平均43を示し，夏季は冬季の約3倍を数

え，季節による著しい変動を示しておる．春秋におい

ては，その中間値を示し，いずれも夏季の約施であ

る．

　b．抱き上げ時の呼吸数

　第2表のごとく，春季には90～136平均110，夏季に

は178～221平均195，秋季には88～151平均107，冬季

には73～104平均75を示し，いずれも安静位の約2倍

を数えておる．また季節においてもかなりの変動がみ

られ，夏季においては冬季の約2倍強を示しておる．

このときの状態は抱き上げと同時に呼吸頻速を起し持

続する．すなわち急速相のみが現われて緩徐相は全く

姿を消すのである．

　e．吊下げ時の呼吸数

　吊下げとは家兎の耳介を持ってぶら下げた状態をい

うのであるが，このときの呼吸数は第3表のごとく，

抱き上げ時より著明に減少する．すなわち春季には65

～84平均71，夏季には105～150平均126，秋季には64

～79平均72，冬季には45～65平均51となり，安静時の

呼吸数にほぼ近い値を示しておる．

　d．固定直後の呼吸数

　背子固定，腹位固定のいれずもほぼ同様な数値を示

すので，測定に当っては押田式円筒固定器を用いて腹

第2表　抱上げ時の呼吸数

秋 冬

第3表　吊り下げ時の呼吸数
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春溺 夏 秋 冬
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：第4表　固定直後の呼吸数
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第5表固定後1時間の呼吸数
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号
音
号
音
号
号
音
号
音
号
音
昔
昔
号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ユ
ー
1
1
1
一
二
Ω
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　1
　
」
■
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

3
0
5
3
9
0
4
3
3
2
7
4
9
5
3
2
4
7
9
0

7
7
7
7
7
8
8
8
7
7
6
6
6
7
8
8
8
7
6
7

6
5
3
0
7
5
7
0
1
6
3
6
7
9
1
1
8
9
4
0

2
3
3
4
2
2
2
2
3
4
3
3
2
2
2
3
2
2
2
3

1
轟
1
1
1
昌
1
1
轟
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
引
1
1
引
1
1
1

0
3
5
9
7
4
9
8
0
5
3
0
4
3
1
7
8
8
5
8

7
7
7
6
6
7
7
7
8
7
7
6
6
6
9
7
7
7
7
6

0
3
2
0
5
7
4
3
0
1
7
3
2
4
2
1
5
4
6
1

5
4
4
4
4
4
4
4
5
5
6
5
5
4
4
5
4
4
4
5

平剣75 129173 47
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位固定時のみの呼吸数を調べた．この場合には春季94

～174平均106，夏季163～195平均177，秋季81～113平

均94，冬季73～107平均83を示し抱き上げ時の呼吸数

とほぼ同様の数値である．

　e．固定後1時間の呼吸数

　固定後あらゆる刺戟を遠ざけた部屋にそのまま放置

すると第5表のごとく1時間後にはその呼吸数は著明

に減少し，以後この呼吸数が持続する．このときの呼

吸数は，春季64～84平均75，夏季120～146平均129，

秋季63～91平均73，冬季40～53平均47を示し安静時の

呼吸数に一歩近づいておることが分る．

　4．総括並びに考按

　正常家兎の呼吸数に関しては，詳細な報告は数多く

みられないが，今までに報告された諸家の数値は非常

に区・々なる値を示しておる．すなわちWinterstein　3）

によるとBertは1分間55回であるといい白井，安藤

1）によると浅井は35～50回で，抱き上げ時には60～

150回であるとのべ，越智7）は50～60回，古川5）は気

管切開家兎において64～90回，その他の諸家が40～

150回であるなどとその値はきわめて不定である．栖

原はこの点に疑問を抱き前記条件のもとに測定を行な

い，第6表に示すごとき結果を得ておる．すなわち安

静位に比較して固定時には約2倍，抱き上げ時には約

3倍の数値を示すとのべ，このことから正常家兎の呼

吸数を論ずるときは，必らずそのとき家兎に与えられ

た条件を明示しなければならぬといつておる．かくの

ごとく家兎の呼吸数は外的刺戟に対して非常に鋭敏で

あることがうかがえるが，これに関しては林も，家兎

は非常に警戒心強く，その呼吸数は軽微な外的刺戟に

も大きく影響されるので，家兎の呼吸反応を利用して

行なう実験に際しては，特に細心の注意が肝要である

といつておる，すなわち可及的音響刺戟の少ない実験

室と時間を選び，不必要な光刺戟をさけ，一定の温度

（24。C以下）のもとで実験を行なわなければならない

とのべ，特に温度の家兎呼吸数に及ぼす影響が大であ

ることを強調しておる．

　温度と実験動物の呼吸との間に密接な関係の存する

ことは，宮崎もモルモットにおける実験で認めておる

第6表正常家兎の呼吸数（栖原）

呼吸数1平均
安静位
抱き上げ

背位固定

腹位固定

30～　45

101～157

52～127
42～　96

37

129

76

76
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ごとく，諸家の一致した見解であるが，私はこれを一

歩進めて，気温の変化に伴う自然環境の変化に．よる正

常家兎の呼吸数の変動を検索せんとして，前記方法に

より1年を通じて観察を行ない，第1表から第5表に

示す結果を得たが，これを総括すると第7表のごとく

になる．

第7表
夏

第8表

則1司1 2 3　　　4 5

気
温

7．3。 3．5。 4．3。 6．8。 12．6。 16．5。

則6 7 8 gI1・111
気
温

春

21．8。 25．1。 25．4。 22．6。 15．60 10．4。

秋　　　冬

安　静．時

抱き上げ時
吊り下げ時

固定直後
固定後1時間

58

110

71

106

75

127

195

126

177

129

51

107

72

94

73

0
0
『
0
1
0
0
7
「

4
0
0
冒
0
0
0
4

　家兎の鼻孔並びに腹部に現われる呼吸運動は，夏季

において最も活発であり，冬季には反対にきわめて抑

制されておる．25。C～30。Cの気温が続く夏季におい

ては，唯一の放熱器官である鼻孔を大きく上下に動か

して，しかもその速度を増し放熱効果を大にする．こ

れが呼吸数となって現われるのであるからその数値の

上昇するのは当然である．またこの時期には家兎の運

動も活発で飼育箱の中で絶えず運動を行っておるの

で，静止期を捕えるのに時間を要し，呼吸数め測定は

もっとも困難である．冬季においては夏季とは反対に

放熱を極度に抑制すべく，鼻孔の運動も微々たるもの

でほどんど停止しておるかのごとき状態を示し，また

腹部め呼吸運動もきわめて微弱である．この時期には

体動も少なくほとんど静止している状態なので，呼吸

数の測定も比較的簡単なように思われるが，その反面

余りにも呼吸運動が微弱なために却って測定が困難で

ある．春季並びに秋季においては，快適な自然環境の

もとで家兎も生活を営んでおるので，呼吸数も比較的

安定しており，この時期特に秋季においては，呼吸数

の測定をもつとも容易に行なうことができる．

　以上自然環境め変化に伴う正常家兎呼吸数の変動に

つきのべてきたが，その間の各季の動物小屋における

室温は平均春季14．5。C，夏季24。C，秋季13．6。C，冬

季7．9。Cであった．

　なお金沢地方気象台調べによる当地方の年聞平均気

温は第8表のこどくである．

　以上の結果を総括すると，正常家兎の呼吸数は，季

節による変動がかなり大きいので，そのいずれをと

って標準となす彗きか，これを決定することはむずか

しい．栖原は，安静時『の呼吸数は30～45平均37である

とのべておるが，その測定を行った時期に関する記載

がない．しいてその値を求めるならば私は比較的安定

した呼吸状態を示す春季或いは秋季における呼吸数を

標準とすべきではなかろうかと思う．この時期におけ

る私の測定値は，51～58であった．また抱き上げ時に

は安静時の約2倍を示し，吊下げ時に．は安静時に近い

数値を1示したのであるが，この状態におかれたとき

は，腹壁の緊張などたより，不必要な呼吸が除外され

るため抱き上げ時よりも激減するのであろうと思う．

また固定時にはその直後に抱き上げ時とほぼ同数に達

し，1時間後に沿いては吊下げ時と同様安静時の呼吸

数に近くなる．しかし安静時の呼吸数には絶対に復さ

ない．これは安保などのいう体部圧迫による影響が加

わっているものと解釈できる．かくのごとく正常家兎

の呼吸数は，外的刺戟により非常に変動し易いもので

あるが，私の行なった測定により「諸家のあげる数値

がはなはだしく区々なる値を示している」という疑問

はおのずから解決できるものと思う．

　すなわち今までの諸家のあげる数値には，その測定

時期に関する記載が全くない．したがってある人は夏

季に，ある人は冬季に，またある人は春季並びに秋季

に測定した数値をそのまま報告してあるために，準拠

すべき数値：が知られていないのであろう．

　以上のことから医学生理学上家兎の呼吸を目標にし

て行われる実験に当っては，林のいうごとく，不必要

な光刺戟をさけ比較的音響刺戟の少ない実験室と時間

を選ぶのはもちろんのこと，栖原のいう体位条件を示

さなければならないカ㍉更にその測定を行なった時期

並びに温度をも明記しなければならないと思う．

　なお実験室の理想的な温度は15。C前後であるの

隅隠勢璽籔璽暖房を搬編虹蓼i勲鍵楚鰭

皇怨鷺瓢識蝦喪舞壁鶏難繋雪曇
い．

　5．結　　論

　1）正常家兎の呼吸数は季節による変動が大であ
．る．

　2）安静時の呼吸数は，58（春）127（夏）51：（秋）

43（冬）である．



182 渡

　　3）安静時の呼吸数は，春秋2季の数値すなわち51

～58を標準とするのが妥当である，

　　4）拘き上げ時の呼吸数は，110（春）195（夏）107

（秋）85（冬）である．　　　　　、

　5）吊下げ時の呼吸数は，71（春）126（夏）72

（秋）51（冬）である．

　6）固定直後の呼吸数は，106（春）177（夏）94

（秋）83（冬）である．　聖

　7）固定後1時間の呼吸数は，75（春）129（夏）

・73（秋）47（冬）である．

　　8）実験室の温度は15。C前後が理想的である．

　9）正常家兎の呼吸数を論ずるときは，体位，条件

などのほかに更に測定の時期，温度を明示しなければ

ならない．

家兎における麻酔時の呼吸

　1．緒　　論

　近年麻酔学の発達により，麻酔時の身体諸機能の変

化に関しては，その薬理学的，臨床医学的諸方面から

種々解明が行なわれておる．　　　　　　1

　呼吸状態の変化についても多くの諸家により細心の

注意をもつて観察が行われており，一般に麻酔時には

深大緩徐な呼吸型となることが知られておる．家兎に

おいても各種麻酔剤によるその薬理学的研究において

呼吸状態が観察されておるが，多くの研究は家兎が深

麻酔に入ってから諸種の観察が行なわれておるので，

麻酔前期から呼吸だけに重点を置いて実験を行った報

告は比較的すくない．

　家兎における麻酔には古くからウレタンが多く用い

られておるが，1939年栖原2）は25％ウレタンリンゲル

2～10cc，5％抱水クロラール4～11　ccを家兎の皮下に

注射し，呼吸状態の変化にっき詳しい観察を行なって

おる．すなわち氏によると，麻酔薬を与えて一定時間

（ウレタン：100分，抱水クロラール＝50分）経過した

あとでは，いかなる姿勢によってもその呼吸は変動を

示さなぐなり，呼吸数は安静位の呼吸数と同様の数値

を示すようになるとのべ，また麻酔薬の作用がなくな

ったとき，すなわち150分を経過したあとでは，無麻

酔時と同様に姿勢による呼吸の変化が生じてくるとい

っておる．山下15）は1952年10％ウレタンの点滴静注を

家兎耳介静脈に行なってその呼吸状態を観察し，微麻

酔により週期性波動呼吸が出現し，更に麻酔を続行す

ると麻酔深度が深くなるにしたがって波動呼吸が消失

し，深大緩徐な麻痺型呼吸になるとのべておる．前田

1のは1935年エーテル吸入麻酔時の冗奮期の本態解明に

あたり，その呼吸状態の変化を詳しく観察しておる．

辺

私は家兎における冬眠麻酔時の嗅刺戟性呼吸反応を検：

索するにあたり，まず冬眠剤投与後の呼吸状態の変化

にっき観察を行なった．また冬眠剤と比較する薬剤と

しては，緒言にのべたごとく，バルビツール暉暉麻酔

剤ラボナール，イソミタールを用い，同時にエーテル

吸入麻酔時の呼吸の変化についても観察を行なった．

　2．実験装置並びに実験方法

　家兎の胸部剣状突起部に一種のタンブール，プノイ

モグラフを帯で密着固定し，この家兎を押田式円筒固

定器に固定，プノイモグラフを硬ゴムでキモグラフィ

ン装置のMarey氏タンブールに連結，そのタンブー

ルに現われる波動運動を旧聞にて煤煙紙上に描画させ

た．麻酔剤の投与法はその持続的効果を期待してエー

テル以外はすべて筋注を行ない，注射後ユ時間までは

15分ごと，1時間以後は一時間ないし2時間ごとに呼

吸運動の描画を行ない，覚醒期まで観察した．なおキ

モグラフィォン装置の廻転数は，呼吸状態を刻明に描

画せんためできるだけ早い廻転を用い，2分1廻転と

した．またクロノメーターは1／1”を用いた．

　3．実験成績

　a．クロールプロマジン

　0・5％のウインタミンを使用し，1回の注射量は2．5

mg／kg～25mg／kgを選択的に用いた．

a

b

C

d

e

第1図
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　小　　括

　クロールプロマジン投与による呼吸の変化は，図1

～3に示したごとくである．すなわち投与後15分にし

てその呼吸状態はやや緩徐となりはじめ，時間の経過

と共にその程度を増し，45分～60分を経過したあとに

おいては，振幅の大きいゆるやかな，安定した呼吸型

式となる．すなわち，規則正しい律動を有する週期性

呼吸となり，その呼気，吸気間の時間的関係もほぼ一

定である．使用せるクロールプロマジンの量的差異に

よる呼吸の変動は，その少量すなわち，2．5mg／kg使

用時（第1図）よりも，5mg／kg使用時（第2図）の

方が振幅を増し，10mg／kg使用時（第3図）におい

ては，その振幅は更に増大し，この場合には呼気の振

幅が吸気に比してわずかに延長する．また呼吸数も使

用量に比例して減少する．大量投与例では25mg／kg

まで使用したが，この場合には10mg／kg投与例とほ

ぼ同様な呼吸型式を示した．したがって呼吸数も10

mg／kg使用時以下には減少しなかった．この間に示

した最少呼吸数は2．5mg／kg使用時には1分間38回，

5mg使用時には30回，10　mg使用時には24回であっ

た．

　クロールプロマジン投与家兎の外的刺戟に対して示

す反応は非常に鈍く，その一定時間すなわち45コ組い

し60分経過以後においては，音響刺戟，触刺戟などそ

の他のあらゆる刺戟に対してほとんど反応を示さなく

なる，しかし後述するパルビツール酸系薬剤投与時と

異なり，完全なる深麻酔の状態に入るのでなく，うつ

らうつらと眠っているといった状態であり，強力な刺

戟に対してはわずかに反応する．

　したがって呼吸数も普通の刺戟ではほとんど変動を

示さず，強力な刺戟たとえば抱き上げなどを行なった

際には，わずかに頻速となる．このような呼吸状態

は，クロールプロマジン投与後5～6時間続くのであ

るが，それ以後において，音響刺戟などにかなり強い

反応を示すようになっても，刺戟さえ加えなければ，

辺

相当長時間を経過するまで．クロールプロマジン投与

前の呼吸状態には復さない．

　体重のほぼ等しい3羽の家兎に，それぞれクロール

プロマジン，5mg／kg，10mg／kg，25mg／kgを筋注し

飼育箱に放置すると，いずれも45分～60分を経過して

一定の場所に静止し，以後同じ場所において前述した

ような安定した呼吸状態を続け，5m9／kg投与例は投

与後8時間，10mg／kg投与例では12時間を経てよう

やく自由運動を始め，’摂食するようになるが，25mg／

kg投与例では20時間を経てもなお，同じ位置に，同

じ姿勢で，投与後1時間と同様な呼吸運動を続けてい

た．固定せる家兎においても同様であり，強度の刺戟

さえ与えなければ，耳介の把握，注射針の刺入程度で

は影響をこうむらない安定した呼吸状態が，想像外長

時間続くのである．したがって呼吸状態からみた覚醒

期の決定は非常に困難であった．なおこの安定した呼

吸状態を私は波動型呼吸と名づけた．

　b．ラボナール

　2・5％に調製したラボナール溶液を家兎轡筋内に注

射した．なお使用量は30mg／kgとした．

a

C

d

e
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第4図
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　小　　括

　ラボナール筋注による家兎における呼吸の変化は，

第4図に示すごとく，クロールプロマジン投与時と比

較してかなり異なった変化を示す．すなわちその30

mg／kg投与において，投与後5分にてその呼吸状態

はやや緩になりはじめ，10分後には完全に異なった呼

吸型式となる．この場合の呼吸状態は，その振幅は投

与前とほとんど変りないが，呼気と吸気との間に一定

の休止期が生じてくる．この休止期は時間の経過と共

に次第に延長し，45～60分にて最大となる．この間の

呼吸数は1分間30回であった．なお呼吸数は薬剤使用

量の増加により減少し50mg／kgにおいては23回まで

減少した．

　外的刺戟に対しては，投与後30分置いし45分を経過

したあとではどんな強烈な刺戟を加えても無反応であ

る．したがって呼吸状態も，音響刺戟，触刺戟などは

もちろんのこと，’抱き上げなど体位の変化によって

も，いささかも変動を示さない．この状態が続くの

は，30mg／kg投与においては，3時間までで，それ

以後は次第に頻数となり，6時間後においては投与後

10分の呼吸状態とほぼ同程度になる．この時期になる

と家兎は完全に覚醒しており，固定を解くと自由に運

動を行なう．なお50mg／kg投与では2～3時間覚醒

期が延長した．

　c．イソミターゾレ

　2．5％に調製したイソミタール溶液を使用した．使

用量は30～100mgである．

e

’
工

9

h

●
－
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　小　　括

　イソミタール使用時の家兎における呼吸の変化は第

5図に示すごとくであり，その呼吸型式はラボナール

投与群と非常よく類似しておる．すなわち5分後に緩

徐になりはじめ，15分を経過すると全く異なった呼吸

型式となる．すなわち60mg／kg投与例においては，

ラボナールの場合と同様，一呼吸の間に長い休止期を

持つた呼吸状態となり，以後4時間までこの状態が継

続する．この時期における外的刺戟に対する反応もラ

ボナールの場合と同様あらゆる強刺戟に対して無反応

であった．

　したがってこれらの刺戟に対して，呼吸状態はいさ

さかも変動を示さない．かくのごとき呼吸状態を私は

その煤煙紙上に現われる型から陥没型呼吸と名づけ

た．なおこの陥没型呼吸はラボナールの場合と同様6

時間後においては全く姿を消し，まもなく投与前の呼

吸状態に復した．なおその闇の最少呼吸数は60mg／kg

で26回，100mg／kgで23回であった，

ld．エーテル

　エrテル15ccを綿塊に浸してガラス製マスクに挿

入，家兎の鼻孔から吸入せしめ，その呼吸状態を観察

した．

　　　　　　　　　　第6図

a

1
）

C

d

e

4
よ

辺
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　小　　括

　エーテルをガラス製マスク内に挿入した生熟に浸し

て家兎の鼻孔から送るとその直後しばらく呼吸揚油を

起すが，5分後には緩徐になりはじめ，第6図に示す

ごとき経過をとって30分後では，投与前の呼吸状態に

復する．

　この場合の呼吸状態は，吸気に比して呼気の振幅が

短縮し，しかも呼気の終期から休止期への移行部にお

いて，ごく小さな副呼吸が現われる．かような呼吸を

私は，重複型呼吸と名付けた．この重複型呼吸は出現

後わずかの期間すなわち，5分～10分において現われ

るのみで，その後次第に消失し投与前の呼吸状態に復

する．この間の最少呼吸数は1分間62回であり（第6

図d，e）固定直後の呼吸数（182回）の施を示した．

　更にエーテルの点滴を続け深麻酔に至らしめると，

ラボナール，イソミタールなどと同様，緩徐な陥没型

呼吸を示し，呼吸数も最低34回まで減少した．

　4．総括並びに考按

　家兎における麻酔剤投与後の呼吸状態に関しては数

多くの諸家により観察が行われておるが，緒論にもの

べたこどく呼吸のみに焦点をおき，しかも麻酔前期か

ら時間の経過を追って観察された報告は比較的すくな

い．ウレタン，抱水クロラール，エーテルに関しては

栖原2），山下15），前田14）らの詳しい報告があるが，そ

の他の薬剤投与後の呼吸状態の変化に関する詳細な報

告は数多くはみられない．

　クロールプロマンジンの呼吸に及ぼす影響について

は，1955年小林22）らが動物実験によってその抑制を認

めており，動注の場合は静注の駈。量で著しい抑制が

みられたといっておる．羽田野，阿曽28）は1656年，外

科領域における冬眠法と低体温法という論文の中で．

呼吸数は減少するが規則正しく，1回の呼吸量は増大

し，分時呼吸量はむしろ増加する傾向があるとのべて

おる．また田坂28）（1956）によると，1953年Cour・

voisierは家兎の実験で少量では刺戟し，大量では抑

制するといっておる．大隈23）は1956年無麻酔家兎にク

ロールプロマジン0・1mg／kgを静注して呼吸充奮を

認めておる．また田淵19）は1956年クロールフ．ロマジン

の薬理学的研究において，家兎耳介血管に0．5mg含

有溶液0．5ccを注射して呼吸の深さが増大するとの

べておる．
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露ラボナーrル・イソミタ｝ルに関しては1952年山下15）

が，週期性波動呼吸に関する薬理学的研究において，

ウレタン麻酔と同様微麻酔で波動呼吸が出現し，麻酔

深度が深くなると深大緩徐な麻痺型呼吸となるとのべ

ておる．また名取・2）は1953年産婦人科領域の手術時に

おける血清Ca，　Mgに関する研究において，ラボナ

ール3％溶液13mg／kg～28．7mg／kgを使用し，血清

Ca，　Mgを測定すると同時にその呼吸状態を観察し，

呼吸は非常に緩徐となり，最少呼吸数は1分間23回で

あったとのべておる。

　私はこれら薬剤筋注後の呼吸の変化につき時間の経

過と共に観察を行ない前述のごとき結果を得たがそれ

を総括すると次のごとくである．すなわちクロールプ

ロマジン投与後においては，15分後にその呼吸状態は

緩徐になりはじめ，45〔・60分を経過すると，振幅の大

きい安定した波動呼吸となり，以後この呼吸状態が数

時間ないし10数時間続く．この間に示す最少呼吸数は

　1分間24バ38回であり，外的刺戟に対する反応は非常

に鈍く，強度め刺戟に対してわずかに反応を示す程度

であり，そのために呼吸型式が乱調になることはなか

った．なおこの波動型呼吸は，刺戟さえなければ覚醒

したと思われる時期を越えてもなお存続し，したがっ

て呼吸状態から覚醒の時期を決定することは困難であ

った．ラボナール，イソミタール投与時においては5

分後に緩徐な呼吸になりはじめ，10～15分を経過すれ

ば全く異なった呼吸型式すなわち陥没型呼吸となり45

分ないし6σ分でその振幅は最大となり，以後数時間こ

の状態が続き，この時期においてはあらゆる外的刺戟

に対して全く無反応であった．またこの間の最少呼吸

数は1分闘％弔26回（イソミタール），23、30回（ラ

ボナール）であった．エーテル使用時においてはその

微麻酔で5分後に緩徐となりはじめ，その場合呼気が

吸気より鄭短縮し，特異な重複呼吸（第6図のb，c）

が出現し，この重複呼吸はまもなく消失して30分を経

過すると，完全にエーテル吸入前の呼吸状態に復し

た．また更に吸入を続行して深麻酔に入らしめるとき

は前記バルビツール酸系薬剤と同様大きな陥没型呼吸

を示した．

　以上各種麻酔剤の家兎呼吸に及ぼす影響を観察して

きたが，クロールプロマジンとバルビツール酸系薬剤

との間には，その作用機転が異なると同時に，呼吸状

態に及ばず影響についても著しい差異が認められる．

すらわちクロールプロマジンの場合は，その25mg／
　　　　　き
kgを用いてもバルビツール酸系薬剤使用時にみられ

る陥没型呼吸ぽ絶対に出現しない．ただその使用量の

増減により呼吸め振幅，並びに呼吸数に差異が現われ

るのみである．すなわちこの波動型呼吸は，冬眠麻酔

時における家兎の独特な呼吸型式であるということが

いえる．一方陥没型呼吸はエーテルにおいても深麻酔

時に同様の呼吸型式が出現することから，家兎が深麻

酔に入ったことを標示する特異な呼吸型式ではなかろ

うかと考えられる．またこのことは，三浦或いほその

他の諸家が認めておるごとく，クロールプロマジン単

独使用では，従来のバルビツール酸系眠剤或いは鎮静

剤或いはモヒなどのごとき麻酔剤とは全然異なり，睡

眠作用はあっても大脳皮質を完全に麻痺させることが

できない．すなわち昏睡にまで導くことができない．

という独特の薬理作用から考えても説明することがで

きる．

家兎における冬眠麻酔時の嗅刺戟性呼吸：反応

　　（特に血行を介する嗅覚について）

　1，緒　　言

　第1編，第2編において，正常家兎の呼吸数，並び

に麻酔時における呼吸型式の変化につきのべてきた

が，本編においては，冬眠麻酔時の嗅刺戟性呼吸反

応，特に血行を介して現われる嗅覚が，冬眠剤投与に

より，いかなる影響を止むるかにつき観察したのでそ

の成績をのべる．

　冬眠麻酔時の嗅覚に関しては，1957年松崎，大井52）

が人におげる実験の結果を報告し，また同年，池田53）

も人の嗅覚に対するクロールプロマジンの影響につい

て観察を行なっておるが，家兎における冬眠麻酔時の

嗅覚に関する報告は全くみられない．

　血行を介して出現する嗅覚の富来機序に関しては，

私は松崎，大井らと異なった見解を有しておるので，

その追試の意味をも含めて本実験を行なった．

　2．文献的考察

　鼻孔を介する嗅覚の生理学的研究は，古くから人に

おいては，Zwaardemaker　30）うWoodrow，　KarpIhann，

Guillot，西邑，また動物においては，　MagendieドKra・

tschmer，　Goufewitsgh，　Beyer　32），　Aτonsohn　31），　Hei・・

tzenroder　33），　Sandmann，　Seffrin，　Block，　Magne，　chi・

10w35），前田14），塚本，永見37），初岡36），本郷38），林

51），宮崎6）などにより，種々実験が行なわれ，その嗅

覚機能検査の大系がほぼ確立されておる．しかし本検

査法は測定操作がかなり複雑であり，嗅素びんの調製

にしても濃度の急激な低下のために，同嗅素，同濃度

の面素びんを揃えるか，または1回ごとに嗅並びんを

調製しなければならないなど，日常臨床で行なう検査

としてはかなり不便な点があり，この面が一つめ難点

となっていた．
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　さて1930年Bednar及びLangfeldeエ39）が血行性

嗅覚の存在を提唱して以来，数多くの諸家によりその

存在をめぐる論争が続けられ，今なおその本態に関し

ては結論を得られない状態であるが，この際起る嗅覚

を利用するならば，比較的操作も簡単であるし，かつ

外的条件などを余り考慮しなくても済むという考えか

ら，近年血行を介する嗅覚機能検：査が，新たに発達

し，最近ではこの検査法が，従来の鼻孔を介する嗅覚

機能検査に代行しうるものである，という考え方が強

くなってきた．

　そもそも，静脈内に注射された芳香性物質が，嗅器

の刺戟になることを最：初に記載したのはK：ranpa

（1916）であり，氏は100名の変性梅毒患者にサルバル

サンを静注して嗅感の起ることを報告し，この際起る

嗅覚は，サルバルサンにより，五部の嗅粘膜が腫脹

し，ために粘膜中の嗅神経末梢が刺戟されるためであ

ろうと説明した．

　Forchheimer（1916）は同様にサルバルサン注射中に

嗅感の起ることを認め，これは変性梅毒患者に限らず

とも起るものであるとのべ，その本態に関しては，血

中に入ったサルバルサンの中にある揮発性分が，肺胞

内に発散し，これが呼気に混じて上気道から財部に達

し，嗅神経を刺戟するものと推論し，ある成分とは恐

らくエーテルであろうと発表した．

　Henロing　40）（1924）は犬に鵬香を注射した際，その呼

気も同様な五香臭を有するものであるとのべておる．

　さてBednar－Langfelder　39）（1930）はサルバルサ

ン類注射により常に同一のにおいを感ずるものでない

ということから，他の薬剤すなわち2％カンフル溶液

及び33％テレピン油を使用し，これらを静脈内に注射

する際にも嗅覚の起ることを記載し，かかる嗅覚が起

るまでには6～7秒の潜伏期を要するので，これは正

肘静脈から嗅裂に達するに要する時間であるとし，こ

れが説明にはKlein－Heinemannが測定した循環時間

をもつてし，かかる嗅覚は，静脈内に注射された嗅素

分子が，血行を介して嗅粘膜に到達し，嗅神経末梢を

刺戟するために起るものであるとのべ，かような嗅覚

を血行性嗅覚と命名し，血行性嗅覚とは「静脈から血

管に入り，血行中で嗅神経末梢に到達した嗅素による

嗅覚を認識することである」という定義を与えた．

　Sternberg　41）は1931年3例の定性嗅覚異常者の治療

に当って，この血行性嗅覚を利用し，カンフル剤を使

用して卓効のあることを報告した．また石川43）は1938

年Bedn罰r－Langfelderの実験を追試し，その結果両

氏の説に賛成し，血行性嗅覚の存在を認め，嗅覚には

鼻性と血行性の両者が存在し，また鼻面嗅覚障害の底

辺

療に・当っては，水溶性カンフル製剤ガダミンの静注が

卓効あることをのべた．また守屋も1939年10例の嗅覚

減退者にカンフル剤を使用して，その中6例に有効で

あったと報告しておる．広瀬45）は1944年30名の梅毒患

者にサルバルサンを使用，また健康な研究員或いは学

生を対称としてガダミンを用いこれを静注するときに

発現する嗅覚に関する実験を行ない，鼻呼吸を遮断す

るか或いは鼻閉塞を起すような鼻内変化のあるときに

は嗅覚は起らないとのべ，血液中に注射された物質が

嗅感を惹起し得るためには4通りの可能性すなわち

　1，嗅中枢の刺戟により嗅感の末梢への，Projektion

　2．直接嗅素分子が嗅神経末梢を刺戟する場合

　3．血中にはいった物質が鼻粘膜に分泌され，これ

が嗅感を呼び起す場合

　4．嗅素の肺臓内排出後，呼気に混じて嗅裂を刺戟

する場合が考えられるが，実験の結果前3者を否定＼

し，かかる嗅感はガダミンにおいてはカンフル，サル

バルサンにおいてはエーテル並びに組成不明の砒素化

合物が肺臓から発散し，まず咽頭，ついで嗅裂を刺戟

し嗅感を知覚するものであると結論し阪明らかに血行

性嗅覚の存在を否定した．

　以後暫らく血行性嗅覚に関する諸問題は，忘れられ

た存在となっていたが，近年チオール型ビタミンB1製

剤アリォミンが出現するに及んで，再び血行性嗅覚の

本態に関する論争が注目をあびるようになってきた．

すなわち1956年長谷部47）は，嗅単研究に関する最近の、

発展なる論文の中で，血行性嗅覚に関する諸問題に言

及し，あらかじめ鼻孔に綿栓を施すか或いはCocai－

nanosmie　4・｝）の状態にして，呼吸性のものを防いでお

っても，なおかつ血行性嗅覚が認められるとのべ，血

行性に嗅素が嗅神経末梢を刺戟することはほぼ確実で

あると結論し，このような現象は，嗅覚の一大特性で

あり，他の感覚器には認められないものであると報告

した．

　佐藤4」）は同年（1956）Bed顛r一：Langfelderの施し

た流動パラフィンを侵した鼻腔タンポンだけでは完全

に鼻性嗅覚を除外したと断言できず∫呼気の一部が後

鼻孔から鼻腔へ入り，嗅神部に到達する可能性がある

と考え，完全に鼻呼吸を遮断してもなおかっ血行性に

嗅覚が起るか否かにつき検索し，ビタミンβ1，並びに

ガタミンを使用して，注射開始と共に深呼吸を命じ，

30秒呼吸停止状態を持続後呼気を行なわしゅたとこ

ろ，呼吸停止中には全く嗅覚が起らない事実から，血

行性嗅覚の存在を強く否定し，静脈注射によって起る

嗅覚は結局呼吸性嗅覚にほかならないと前記広瀬の説

に賛成した．
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　　1957年大沢48）は，嗅覚障害に対するアリナミン静注

　使用の臨床的考察において，血行性嗅覚に関する実験

　を行ない，16例中15例に呼吸停止中←ン手ク臭が起つ

　たことから，佐藤のいうごとく全面的に血行性嗅覚を

　否定することはできず，呼吸性経路以外にも嗅覚発現

　経路のあることを考えさせられるとのべた．また佐藤

　らの実験とその成績の異なることについては，ビタミ

　ンB1並びにガダミンとアリナミンでは，血中嗅素の

　化学的特性が異なるたあ，すなわちアリナミンはリポ

　イド溶性であるだめた細胞内へめ滲透性がきわめて強

　く，かつ貯溜時間も長いので，ビタミン「B1に比して

　はるかに強い嗅感がすみやかに起るのであろうと説明

　したしまた同年植由49）（1957）は，家兎の脳球に起る

　脳波の研究から血行性嗅覚を追求し，家兎の嗅脳及び

　梨手状葉に電極を植えて，嗅脳の脳波を記録しておい

　てアリナミンを静注し，注射時に．は脳波の振幅が増大

　することを認め，次に気管を切断して呼吸とは無関係

　に鼻腔から空気を吸引できるようにしておいて，アリ

　ナミンを静注したところ，注射しただけでは特有の脳

　波はみられず，吸引を行なったときにのみ脳波が生ず

　るとのべ，また入においては，嗅覚正常者10名にアリ

　ナミシを静注し，呼岐停止時に．は嗅覚を感じることが

　すくないかまたは全く嗅覚がなく，吸息呼息に際して

　は強い嗅覚を訴えるものであるといい，喉易治者につ

　いても気管切断家兎と同様注射しただけでは嗅感は起

　らず，鼻腔から空気を吸入呼出させてはじあて強い嗅

　感を訴えるとのべ，Marcoの論文を引用して，喉易U患

　者の場合できるだけ呼出空気を遠ざけても同じ結果が

　得られることから，佐藤の説に強く反対し，佐藤の実

　験だけでは血行性嗅覚が直ちに否定されるというわけ

　にばいかず，もっとも明瞭な反証があげられるまで
　に，血行性嗅覚はあ’ると考えておいた方が無難ではな

　かろうかと報告した，更に同年工藤50）（1957）は，血

　行性嗅覚能の機構に対しては2～3の疑義があるとし

　てもと前提し，血行性嘆覚を応用して正常者，慢性副

　鼻腔炎，脳腫瘍，並びに頭部外傷，本態性嗅覚障害な

　どにつき臨床実験を試み，1cc中5ing含有のアリナ

　ミン溶液を20倍に稀釈し，一定の速度で静注を行な

　い，汚血を発現するまでに要した液の注入量を測定

　し，’嗅覚正常者は2．Occ以下で嗅感が起るとのべ，

　またこれにより簡単な鉱油機能検査が鳶能であると報

　治した，　　　　　　へ“　　　馬　　　　　　’

’　林51）（1957）は家兎における嗅刺戟性呼吸反応なる

　論文の中で，血管を論じて惹起される嗅覚の発来機序

、にっき言及し，前記佐藤の説に賛成し，鼻呼吸停止時

　には全く嗅感は起らず。呼気時には嗅感が強く発来

し，吸気時には，その末期にわずかに嗅覚が起るとの

べ，吸気時の嗅感は血管内に入った嗅物質の一部が，

鼻粘膜から鼻腔へ排出され，しかるのち吸気流により

知覚されるのであろうと説明し，また中隔轡曲手術後

のタ、Zボン挿入者，喉別患者，気管切断家兎など鼻呼

吸を遮断する条件が加わったものにおいては全く嗅感

が起らない事実をあげ，血行性嗅覚の存在を強く否定

した．なお鼻性嗅覚脱失者においても血行性に嗅覚を

感ずるという点に関しては，嗅物質の加温により，嗅

素分子の発揮性，拡散性が増強されるためと，嗅神部

が普通の嗅運動と異なった方向から刺戟されることな

どが一因となると説明した．さらにまた血管を介する

嗅覚機能検査法は，操作が簡易であるという点，嗅素

としての薬品の入手が容易である点などから，従来の

鼻孔を介する嗅覚機能検査法にくらべて幾多の利点が

認められ，日常外来で用いられるべき検査方法である

と報告した．

　また松崎，大井52）（1957）は，同年入の嗅覚に及ぼ

すクロールプロマジンの影響なる研究において，クロ

ールプロマジン投与前後における嗅覚の変動を統計学

的に検討し，62人の男女にアリナミンを用いて経鼻孔

性嗅覚，血行性嗅覚を測定し，前者はクロールプロマ

ジン投与後鈍麻になるが後者は投与後ではその反応時

間が短縮するとのべ，血行性嗅覚の発語機序に関し

て，もしFOfchheimer，広瀬，佐藤，林らの意見に従

うならば，経鼻孔性嗅覚の鈍麻と共に，血行性嗅覚に

も鈍麻の傾向が認められるはずであると主唱し，した

がって血行性嗅覚には何か別のメカニズムも作用して

いるものと思われると報告した．また同年，池田53）

（1957）は，経鼻孔性嗅覚と血行性嗅覚の相関につい

て研究を行ない．その中でクロールプロマジンの影響

につき観察しておるが，あるものはむしろ鋭敏にな

り，あるものは鈍麻がみられたと報告しておる．

　1958年竹中，住戸54）らは嗅覚の臨床的観察の中で血

行性嗅覚に対する吾々の見解と題し，前記植由の見解

を否定し，アリナミンを静注した際，鼻翼をつまんで

呼吸を停止しているときに，アリナミン臭はしない

か，或いはしても非常に減弱されて知覚されることか

ら，嗅覚に関しては，鼻腔内を画素を含んだ空気が通

らなければ嗅覚は起らず，また植田のいうごとく喉別

患者の戴立空気を，遠方へ誘導した場合も，鼻腔内へ

のアリナミンの分泌がある限り，呼吸性嗅覚によるア

リナミン臭の知覚が成立しても当然であろうと述べ，

アリナミンを静注したとき，呼気に現われる嗅覚は気

道（肺，口腔）からのものに由来し，吸気の場合の嗅

覚は鼻粘膜から分泌されたアリナミンに由来している
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ように思われると結論づけ，血行性嗅覚の存否に関し

ては意見をのべることはできないが，アリナミンの実

験に関する限りでは，たとえ血行性の嗅覚が存在する

としても，その嗅覚の大部分は呼吸性の闇闇に由来す

るものと考えてよいとその見解を明らかにした．
　　　ず
　またこれよ一り先岩本55）（1958）も国別患者5名にア

リナミンを静注して嗅感を訴えるか否かを検し，すべ

てに嗅覚が起らなかったとのべ，血行性嗅覚の存否を

否定しておる．

　1959年市原53）らは，嗅覚に関する研究の中で血行性

嗅覚に関する実験を行ない，アリナミン静注を行なっ

て呼吸停止を命じるとその間は嗅感が起らず，吸気の

みを行なわせたときも嗅感を訴えず，静注後無臭の空

気を，呼吸を止めた状態のときに鼻腔内に樽入しても

嗅感は起らず，また露玉偲者の頭部及び頸部以下をビ

ニールの袋で密閉し，アリナミン静注後，鼻腔より外

気を吸入呼出させたが嗅感は起らず，その状態で気流

経路を口腔→後鼻孔→前鼻孔としたところわずかに嗅

感を訴えたとのべ，アリナミン静注後30秒の唾液中の

ビタミンB1量を測定し，注射前の約3倍に増量して

いた事実をあげ，またその同濃度のアリナミンを口中

に含ませ真芯して吸気を行わしめたところ，アリナミ

ン特有の臭気をわずかに感じたとのべ，前記増募→後

鼻孔→前鼻孔の気流経路をとったとき感じた嗅覚は，

血行性嗅覚にあらずして，口腔内に分泌されたアリナ

ミンが，嗅神部に達しておる嗅覚，いわば試味的嗅覚

とでも呼ぶべきものであると報告し，広瀬，佐藤，岩

本，林らの説に賛成し，血行性嗅覚の存在を明らかに

否定した．

　更に1959年太田57）は，鼻性嗅覚検査を1司一人につい

て，また同一嗅素（アリナミン）につき検し，呼吸性

嗅覚障害における実験では，両者の値がよく平行して

おることから，血行性嗅覚検査が鼻性嗅覚検査と同様

に，その機序は呼吸性嗅覚が第1義的であり，その値

は呼吸性嗅覚障害度を現わしているものと考えられる

とのべ，血行性嗅覚検査は一定の体温下で検査できる

ため，簡単で条件が一定しており，しかも鼻性嗅覚検

査と同様に呼吸性嗅覚障害度を現わすことができるの

で血行性嗅覚検：査は，凹凹嗅覚検査に代り得るもので

あるが，左右の鼻腔に嗅覚差が推定される例には，更

に田田嗅覚検査を併用する必要があると報告した．

　3．実験方法

　体重18969～24509の成熟健康家兎10羽を使用

し，2．5mg／kg～5　mg／kgのクロールプロマジンを筋

注し，注射後15分～30分おきに，鼻孔を介する嗅覚，

並びに血行を介する嗅覚の時間的経過による変化を観

察した．経鼻孔性検査に当っては，林の行なった方法

にしたがって，嗅素びんから1cc　5　mg含有のアリナ

ミン溶液0．5ccを難訓として与え，また血行性嗅覚

検査は，家兎耳介静脈より，ツベルクリン注射器を用

い，一定の注射針を使用して経鼻孔性善：査の場合と同

様，1cc　5　mg含有のアリナミン溶液0、5ccを注入し

，その際起る嗅刺戟性呼吸反応を観察した．なお注入

速度は，終始同速度を保つように注意し，注入時間は

4秒を目標とした，またクロールプロマジンと比較す

る薬剤としてはバルビツール酸系麻酔剤ラボナール並

びにイソミタールを使用した。なお呼吸反応描画装置

は，前編にのべたごとく，押田式量筒瓦定器に家兎を

固定し，胸部弱質突起部に一種のタンブール．プノイ

モグラフを帯で固定，そのゴム端をキモグラフィオン

装置のマレー氏タンブールに連結し，タンブールに現

われる呼吸運動を煤煙紙上に描画せしめ，同時にクロ

ノメーター，電気描画器を使用した．

　また人においては，5mg含有のアリナミン注射液

1ccを使用し，嗅覚異常を訴えていない入院患者で冬

眠麻酔を行なうものを選び，正常時，冬眠麻酔時，冬

眠麻酔覚醒時の嗅覚の鋭敏度を観察した．なおこの際

の注射時間は7秒を目標にした．

　4．実験成績

　a．クロールプロマジン投与時の血行性嗅覚

第　7図

a

⊃1
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第　9　図
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b．クロールプロマジン投与時の経鼻孔性嗅覚

　　　　　　　　　　　　　　　　第・馳10図
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C．ラボナール投与時の血行性嗅覚
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第　11図
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d．イソミタール投与時の血行性嗅覚

第　12図

a

b

C

d

　e．小　　括

　家兎における嗅刺戟性呼吸反応については1957年，

林51）の詳細な報告がある．その中で氏は，家兎の耳介

静脈内にアリナミンを注射した場合，惹起される呼吸

反応が果してどれだけの量で起り得るかにつき追求

し，その最少量は5mg含有アリナミン溶液0．1ccで

あったとのべておる．私は本実験に際しては，その反

応を明確にとらえる必要があるので，その注射量を

0．5ccに一定してその際起る呼吸反応を観察した．

　クロールプロマジン2．5mg／kgを筋注しておいて，

15分後から時間的経過と共にアリナミン静注による家

兎の嗅刺戟性呼吸反応を観察すると，第7，8，9

図にみられるごとく，呼吸状態が緩徐になると共に嗅

刺戟性呼吸反応も鈍麻の傾向を示す．これをその潜伏

期，反応時間から眺めると，第9表～第10表に示すご

とく，クロールプロマジン注射後においては，その潜

伏期は大部分延長し，反対にその反応時間が短縮す

る．この反応時間が短縮するという事実は，明らかに

嗅感が鈍っているということを証明しているもので幽

ろう．またその潜伏期がクロールプロマジン投与後に

おいて延長する傾向にあることは，クロールプロマジ

ンの特性の一つとして，血流速度の遅延並びに血管透

過性の抑制作用があるということで説明されよう．な

お表中（一）とあるのは完全に呼吸反応が消失してお

ると思われる場合で，また反応が出現しておるかどう

か一寸判断に迷う場合を不明とした．第10表でもわか

るように，この呼吸反応は，クロールプロマジン投与

後60分を経過すると次第に鈍麻の傾向が強くなり，90

分後ではほとんど反応が出現しなくなり更にそれ以後

覚醒したと思われる時期においてもなお明確な反応は

みられなかった．すなわちクロールプロマジン投与前

の家兎群における嗅刺戟性呼吸反応は，その潜伏期が

3。5～6．0秒で平均4。5秒，反応時間は5．5～12。0秒

平均7．4秒を示しておるが，これが15分を経過する

と，潜伏期5．0～7．0秒平均5．9秒，反応時間3．0～

7．0秒平均4．6秒となり，30分後には潜伏期5．2～8．5

秒平均6．6秒，反応時間3．0～6．0秒平均3．8秒を示し，

そのうち2例が不明である．更に60分後においては潜

伏期8．2～9．0秒平均8．6秒，反応時間2．5～3．0秒平均

2．8秒を示し，そのうち3例が不明であり5例が全く

反応を示さなかった．

　以上のごとく冬眠麻酔時における家兎の血行性嗅刺

戟性呼吸反応は，時間の経過と共に次第にその潜伏期

が延長し，反対に反応時間は短縮する傾向を示し，90

分以後では全例に明確な反応を認めることができなか

った．このことはクロールプロマジン投与により，そ

の特有なる中枢抑制作用が嗅覚感受機能を低下させ，

嗅覚が鈍麻になるということを示しておる．
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第9表　潜伏期（血行性）Cp．投与後

家兎1前115分［3・分145分16・弓

隠
与
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
悶
写

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

6．0”

4．2〃

4．0”

4，5”

3．5”

4．5〃

4．1〃

5．5”

5．6”

3．8”

6．5”

7．0”

5，0”

6．3”

6．0”

5．2”

5。5”

5．6”

5．5”

6．5”

6．3”

8．2”

不明

7．0”

8．5”

6．3”

5．2”

6．2”

木矩

5．5”

6・5〃
奄W・2〃

の
の
ω
騨
棚
ω
棚
の
糊

0
0
課
棚
卸
8
棚

平身3・9〃i5・9〃【6・6〃｝7・4〃18・6〃

と全く同様の機序をもつて中枢性支配を受けていると

いう一つの証拠を示しているものということがいえ

る．（第11表）

　またラボナール（第11図），イソミタール（第12図）

使用時においては，15分後において呼吸反応は全く出

現しなかった．しかし覚醒後ではいずれも強い反応を

示し，その反応時間も延長した．このことから，クロ

ールプロマジンと異なり，大脳皮質を完全に麻痺せし

め得るこれらバルビツール鉛系薬剤による睡眠状態か

ら覚醒した直後では，正常時よりもかえって嗅覚が鋭

敏になっておるということが推定できる．また同時に

生理的睡眠の場合においても，熟睡状態から覚醒した

あとでは嗅覚が鋭敏になっておることが推定できる．

第10表　反応時間（血行性）Cp．投与後

家剃前115分13・分145分i6・分

口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写
口
写

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

12．0”

7．0”

5．5”

6．3”

7．0”

9．0”

8．2”

7．4”

6．5”

55．5”

5．0”

4．5”

5．0”

4．8”

3．8”

3．5”

7．0〃

5．2”

5．0”

3，0”

4．0”

3．2”

不明

4．5”

3．4”

3．0”

6．0”

3．0”

不明

3．2”

躍
0
8
棚
躍
扇
棚
躍
8
棚

”
8
0
鼻
高
O
糊
O
糊

平均17・4〃｝4・6〃i3・8〃13・1〃12・8〃

第11表　反応時間（経鼻孔性）Cp．投与後

家精測15分13・分145分6・分

号
号
号
弾
込
号
号
直
直
号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

15．4”

17．6”

13．4”

15。5”

10．7”

12．5”

16．0”

15．5”

13．2”

15．0”

6．5”

7．0”

6，3”

6．7”

5．3”

6．0”

6．5”

7．0”

6．5”

5．8”

5．4”

5．8”

5．0”

5．5〃

4．1”

4．8”

5．3”

6．3”

6．0”

4．8”

4．0”

4．7”

4．3”

4．8”

3．3ケ

3．0”

4．8”

4．2”

4．3”

4．4”

明
3
明
8
明
明
明
明
2
明

不
翫
不
乞
不
二
不
不
a
不

　次にクロールプロマジンを投与しておいて経鼻孔性

にアリナミンを与えると，第10図に示すごとく，血行

性に投与した場合と同様にその反応時間は短縮し，次

第にその反応は鈍くなる．すなわちクロールプロマジ

ン投与前においては，アリナミン刺戟と同時に著明な

呼吸頻速を起し，その反応時間は10．7～17．6秒平均

14，3秒であるが，クロールプロマジン投与後15分では

その反応はやや鈍麻になり，反応時間も5．3～7．0秒平

均6．3秒に短縮する．更に30分では4．1～6．3秒平均5・3

秒，45分では3．0～4．8秒平均4．1秒となり，60分では

反応きわめて鈍く，ほとんどが不明であり，反応を示

したものはわずかに3例で反応時間も2．8～3．3秒平均

3・1秒であった．また90分以後では明確iな反応は出現

しなかった．以上のごとく経鼻孔性にアリナミンを使

用した場合の嗅刺戟性呼吸反応は，血行性に投与した

ときと同様に時間の経過と共にその反応時間が短縮

し，次第に嗅覚は鈍麻の傾向を示すようになる．これ

はいいかえれば，血行性に出現する嗅刺戟性呼吸反応

寸刻14・3〃｝6・3〃｝5・3〃i4・1〃13・1

　f．入における実験

　嗅覚に異常を訴えない入院患者12名を選び，麻酔

前，麻酔時，覚醒後，並びに自然睡眠の就寝前，覚醒

後の血行性嗅覚，経鼻孔性嗅覚を測定した．なお麻酔

時の嗅覚はクロールプロマジン25mg～12・5mg注射

後30分を経過したとき，また覚醒後の嗅覚は完全に催

眠作用が消失した時期に測定した．血行性嗅覚は工cc

5mg含有アリナミン注射液1ccを使用し，その注射

時間は7秒に一定した．経鼻孔性嗅覚は同様のアリナ

ミン注射液のアンプルを切ると同時に被検者の前鼻孔

に近づけ，その感じ方を比較した．なおこの検査に当

っては各時期共同じ検査室を選び，また患者の体位は

すべて背臥位にて測定した．測定結果は第12表，第13

表に示すごとくである．なお喪中覚醒後において，麻

酔時よりも非常に強く嗅覚を訴えたものを（什），やや

強いものを（十），ほとんど変りないものを（±），鈍く

感じたものを（一）とした．
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第12表　冬眠麻酔時

症例

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

潜 伏 時

麻酔議論時幽霊
10．4”

8．9”

9．5”

11．5”

12．5”

9，7”

10．8”

11．4”

12．3グ

11，1”

11．7”

12，0”

14．8”

9。5”

10．3”

11．8”

13．1”

10．5”

12．6”

13．4”

12．8”

11．8〃

12，3”

12．6”

11．0”

9．0”

9．7”

11．0〃

12．4”

10．0”

10．9”

11．0”

11．9”

11．0”

1L9”

12．3”

感じ方

覚醒後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
什
十
十
十
±
±
什
什
十
二
十
±

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

平均11・・9〃112・1〃11L・〃1（＋）

第13表　生理的睡眠時

症　例

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

潜 伏 期

就寝前 覚醒後

11．5ケ

1L7”

10．5”

12．4”

10．3”

13．4”

12．7”

14．5”

9．5”

10．8”

11．7”

8．5”

11．2”

11．5”

10．3”

11．9”

10．2”

12。8”

12．3”

12，7”

9．6”

11．0”

11．3”

8．6”

感じ方

覚醒後

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

十
甘
±
士
十
十
±
什
十
十
十
隔

（
　
（
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

平均戸1・4〃 11．1” （＋）

　クロールプロマジン投与により血行を介して発来す

る嗅覚は家兎における場合と同様その潜伏期が延長す

る傾向を示す．すなわち12表に示すごとく，麻酔前に

おいては8．9～12．3秒平均10．9秒であったものが，麻

酔時には9．5～14．8秒平均12」秒となっておる．

　これは家兎の場合と同様クロールプロマジンの作用

による血流速度の遅延，血管の透過性の抑制などが関

係しておるものと思われる．

　またそのニンニク臭の感じ方は，大部分が覚醒後に

おいて麻酔時より強い嗅感を訴えており，クロールプ

ロマジンの作用により，血行性嗅覚が鈍麻になること

を示しておる．

辺

　松崎，大井はクロールプロマジン投与によりその潜

伏期が短縮し，嗅感はかえって鋭敏となり，しかもク

ロールプロマジンに感受性の強いものほどこの変化が

著明に現われたといっておるが，私の実験ではこのよ

うな現象はみられなかった．

　経鼻孔性嗅覚検査においては，9例が覚醒後に強い

嗅感を訴え，3例が麻酔時と同程度の嗅感を訴えた．

これもクロールプロマジンの作用により，嗅覚が鈍麻

になることを示しておる．

　自然睡眠時においては，その潜伏期わずかに覚醒後

において短縮する（第13表）すなわち，就寝前におい

ては8．5～14．5秒平均11．4秒であり，覚醒後では8．6～

12・8秒平均11・1秒を示しておる．またその感じ方は，

覚醒後において就寝前より非常に強い嗅感を訴えたも

のが2例，やや強い嗅感を訴えたものが6例，同程度

の嗅感を訴えたものが3例，反対に就寝前よりも鈍い

と訴えたものが1例であった．なおこの1例は前夜熟

睡を得られなかったと訴えておるので，自然睡眠時に

おいても覚醒後は嗅覚が鋭敏になるということが推定

できる．また経鼻孔性嗅覚も覚醒後は12例中8例がや

や強い嗅覚を訴え，4例が就寝前と同程度の嗅覚を訴

えた．

　5．総括並びに考按

　以上家兎における冬眠麻酔時の嗅刺戟性呼吸反応，

並びに人における冬眠麻酔時の嗅覚につきのべてきた

が，これを総括すると次のごとくである．すなわち家

兎においては，クロールプロマジン投与後15分を経

て，血行性嗅覚はその潜伏期が延長し反応時間が短縮

する傾向を示し，時間の経過と共にその程度が強くな

り90分以後では何ら反応を示さなくなる．また経鼻孔

性嗅覚も同様にその反応時間が時間の経過と共に短縮

し，90分以後では何ら反応を示さない．人においても

同様にクロールマジン投与後においては，血行性嗅覚

の潜伏期が延長する傾向を示し，その感じ方もほとん

どが鈍くなっておりまた経鼻孔性嗅覚も鈍くなってお

る．これを要約すれば，冬眠麻酔時には家兎において

も血行性と経鼻孔性を問わず嗅覚が鈍麻になることを

示しておる．

　松崎，大井52》は入において実験を行ない，クロール

プロマジン投与後においては，経鼻孔性嗅覚は鈍麻に

なっているが，血行性嗅覚はかえって鋭敏になったと

のべておるが，遺憾ながら私の実験では逆の結果であ

った．しかし氏らは，その潜伏期が短縮する傾向を示

していたということから嗅覚の鋭敏度を論じておる

が，私は潜伏期の増減は単に嗅覚の発現の遅速を示す

だけで直ちに鋭敏度と結びつけるのは早計だと思う．
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なぜならば潜伏；期が短縮ししていてもそのにおいの感

じ方は鈍くなっておるという場合も考えられるからで

ある，私の実験では，その潜伏期がほとんどの例に延

長する傾向を示しておるが，これは前に．ものべたごと

くクロールプ白マジンの特有な薬理作用をもつて説明

することがでぎる．すなわち一つは血流速度の遅延で

あり，今一つは血管の透過性の抑制である．血流速度

の遅延に関しては戸木田鋤が薬理学的研究からこれを

認めており，また堺，田中鋤も外科領域から各種循環

動態を検索し，その中で血流速度の遅延を認め，クロ

ールプロマジン投与後においては，循環の集中化及び

一末梢血管内血流静止化，ともいうべき状態にあること

は否定姪きないと報告しておる’．また血管の透過性に

関しては，小林％）によるとCourvoisierらがモルモッ

トにおける実験で著しい抑制作用を有することを認め

ており，また陸川58）はクロールプロマジンの薬理学的

研究において，卜床梢血管の拡張にもかかわらず血管の

透過性はたかまってこないとのべておる．通常は末梢

血管が拡張すれば血管壁の細胞間の連絡が疎になり，

透過性がたかまる方向に傾くことが考えられ，林も松

崎，大井の実験でクロールプロマジン投与時に血行性

嗅覚の潜伏期が短縮した事実を，恐らく血管の透過性

のたかまるためであろうと推定したが実際には透過性

は逆に減弱するのである。この興味ある現象を陸川

は，クロールプロマジン投与により確かに血管自体は

拡張し，透過し易い状態になっておるが透過性因子が

加わらないためにたかまってこないのであると説明

し，もしこれに透過性をたかめる拡散因子たとえばス

プラ一士などを用いると，ク精一ルプロマジン投与時

の方がかえって透過性がたかまってくるとのべてお

る．またその他の諸家もほとんど血管の透過性減弱を

認めておる．以上の2点からクロールプロマジン投与

による血行性嗅覚の潜伏期の延長は充分説明づけられ

ると思う，rまた血行性嗅覚が，グ七一ルプロマジン投

与により経鼻孔性嗅覚とほとんど同様の過程を経て鈍

麻の傾向を示したということは，血行を介して発来す

る嗅覚がとりもなおさず呼吸性嗅覚にほかならないと

いうことを示すものである．

　血行性嗅覚の本態に関しては既に文献的考察におい

てのべたごとく，1916年以来その存在をめぐって激し

い論争が続けられたが，最近は大方の諸家が，その存

在を否定するというような方向に進んでおる．私も広

瀬，佐藤，林，竹中，市原などの諸家と同様，その存

在を否定するものの一人であるが，今一度血行性嗅覚

の本態に関する論争の歴史を振りかえってみると次の

ごとくである．すなわち1916年Kranpaがサルバルサ

ン静注により面面の起ることを始めて記録，その際起

る嗅覚は血行性に嗅神経が刺戟されるために起るもの

であるとのべたが，同年FOfchheimerが同様の実験で

嗅覚の起ることを認め，この際起る嗅覚は血中に入っ

たサルバルサンのある揮発性成分が肺臓を経て呼気に

混じて呼出されるときに嗅部に到達，嗅神経を刺戟す

るものであろうと推察した．1930年に至り，Bedn菖r－

Langfelder　39）が鼻腔に流動パラフィンを浸したタン

ポンガーゼを施し鼻呼吸を遮断しても嗅感が起ること

を認めK：ranpaの説に賛同しこの際起る嗅覚を血行性

嗅覚と提唱したが，1944年広瀬45）はサルバルサン或は

ガダミンを使用して，鼻呼吸を遮断するかまたは鼻閉

塞を起すような鼻内変化のあるときには，嗅感が全く

起らないとのべ，Forchheimerの説に賛同した．

　以後論争の中心はもつばら鼻呼吸遮断時の嗅覚如来

の有無に向けられておる．すなわち1956年長谷部47）は

鼻孔に綿栓を施すか或いはCocainanosmieの状態に

して呼吸性のものを防いでも血行性に嗅覚が認められ

るとのべBednar－Langfelderらの説に賛同しておる

が，同年佐藤46）はBednar・Langfelderの行なったタ

ンポンだけでは鼻性嗅覚を完全に除外したと断言でき

ないとのべ，ビタミンB1並びにガダミンを使用して

新たな実験を行ない，完全に鼻呼吸を遮断した状態す

なわち呼吸停止時には全く嗅覚は起らないとのべ，血

行性嗅覚存在説を強く否定した．1957年大沢48）はアリ

ナミンを用いて実験を行ない，16例中15例に呼吸停止

時に嗅覚が起つたと述べ，呼吸性経路以外にも嗅覚発

現経路のあることを指摘した．また同年植田49）は血行

性嗅覚の存在を認め，鼻呼吸を遮断しておいてアリナ

ミンを静注しただけでは嗅感は起らず，その場合鼻腔

から空気を吸入吸引すると動感を訴えるとのべ佐藤ら

の説に反対した．これに対し林51）は同年佐藤らの説に

賛成し，気管切断家兎，正常人，簡易細面における実

験で呼吸停止時には全く嗅感は起らずまた中隔轡曲手

術後のタンポン挿入者，喉易痴者など鼻呼吸を遮断す

る条件が加わったものにおいては全く嗅感の起らない

ことから強く血行性嗅覚の存在を否定し，植田のいう

吸引吸入時に起る嗅感は鼻粘膜を経て鼻腔内へ排出さ

れた嗅物質が空気の流動により嗅覚を惹起するのであ

ろうとのべた．この説は1958年竹中54）らによっても認

められ，氏らはいかに鼻呼吸を遮断しても鼻腔内への

アリナミンの分泌がある限り呼吸性嗅覚によるニンニ

ク臭の知覚が成立しても当然であろうとのべておる．

更に同年岩本も喉易偲者における実験ですべて嗅感の

起らないことをのべ血行性嗅覚の存在を否定してお

る，また最近市原56）（1954）らは，入における実験
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で，呼吸停止時には塾則が全く起らない事実をあげ，

佐藤，林らの説に賛成し，喉別患者において獄門→後

鼻孔→前鼻孔と気流経路をとったときにわずかに感ず

る嗅覚は，ロ腔内に分必されたアリナミンが後鼻孔か

ら嗅部に到達するためであると説明した．更に太田

は，（1954）血行性嗅覚と照性嗅覚を比較し，両者の

値がよく平行しておることから，その機序は呼吸性嗅

覚が第1義的であるとのべておる．

　かくのごとく最近血行性嗅覚の本態に関しては，よ

うやくその存在を否定する方向に傾きつつあるが，

1957年松崎，大井52）の発表したクロールプロマジン投

与時の血行性嗅覚に関しては何ら検索が試みられてい

なかった．私はこの点につき解明せんとして，家兎並

びに入において実験を試み前述のごとき結果を得た

が，これにより松崎，大井の抱いた疑問は明らかに解

決できたものと思う．

　また自然睡眠の覚醒後は就寝前よりもその感じ方が

やや鋭敏であったが，これは疲労が大いに関係してお

るのであろう．すなわち家兎におけるバルビツール酸

系催眠剤による麻酔の覚醒後かなり鋭敏な嗅刺戟性呼

吸反応が出現するのと同様に，入においても熟睡状態

から醒めた直後においては，他の中枢性諸機能が鮮明

であると同様に嗅覚も鋭敏な反応を示すものと考えら

れる．

　6．結　　論

　1）家兎における冬眠麻酔時の嗅刺戟性呼吸反応

は，血行性嗅覚，経鼻孔性嗅覚，共に同様の経過をた

どって鈍麻になる傾向を示す．

　2）家兎における冬眠麻酔時の血行性嗅覚はその潜

伏期が延長し，反応時間が短縮する．

　3）人における冬眠麻酔時の嗅覚は，血行性嗅覚，

経鼻孔性嗅覚，共に鈍麻になる傾向を示す．

　4）以上のことから，いわゆる血行性嗅覚と呼ばれ

るものは，結局呼吸性嗅覚にほかならないということ

がいえる．

　5）バルビツール酸系薬剤による睡眠状態から覚醒

した直後においてはその嗅覚は鋭敏度を増す．

　6）自然睡眠の熟睡状態から覚醒した直後において

は，その就寝前より嗅覚の鋭敏度は憎す．

稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導御校閲を賜った恩師松田

教授並びに種々御助言を賜った薬理学阪東助教授に対し深甚の謝

意を表します・
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Abstract
　Hematogenous　olfaction　has　been　discussed　by　numerous　scholars　since　Bednar－Langfelder

insisted　on　it　in　1930，　butrecently，　it　has　gradually　tended　to　be　denied．　However，　no　fur－

ther　investigation　had　been　made　on　Matsuzaki　and　Oi’s　study（1957）on　hematogenous　ol－

faction　in　administration　of　chlorpromazine．　For　the　purpose　of　elucidating　this　point，　the

author　investigated　respiratory　reaction　to　olfactory　stimulation　under　hibernant　anesthesia，

and　obtained　the　following　results．1．　Hematogenous　olfaction　of　rabbits　under　hibernant

anesthesia　was　lengthened　in　the　Iatent　stage　and　shortened　in　the　reacting　time．　2．　Both

olfaction　through　blood　circulation　and　the　nostrils　of　rabbits　and　hunlan　being　stended　to

be　dulled　in　the　similar　way．
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